
令和２年度の取組状況
（2020年度）

令和3年度の取組み
（2021年度）

ごみ収集運搬
・「ひと声ふれあい収集」の運営体制の検討
・より効率的な収集体制の検討

・「ひと声ふれあい収集」の運営体制の
方向性を決定
・収集体制の方向性を決定

放課後こどもクラブ
・持続可能な運営体制の検討
・指導員派遣業務委託による人材確保の実施

・持続可能な運営体制のあり方の方向性
を決定
・指導員派遣業務委託による人材確保の
実施

図書館

・(仮称)中央図書館基本構想の策定によるロードマップの明確化
・サービス・コスト両面の目標設定

サービス目標：実貸出利用率を(仮称)中央図書館開館の翌年度
に20％（R元年度末16.7％） 等

コスト目標 ：市民一人あたりの図書館費を(仮称)中央図書館
開館の翌年度に2,000円

・(仮称)中央図書館基本構想に沿った市
民サービス向上とコスト削減取組みの推
進

※令和3年度以降は(仮称)中央図書館基本構想にお
いて進捗管理を行う

「事務事業の見直し」（※）における継続課題の進捗状況について

（※）「事業等の戦略的たな卸し」（平成22年度実施）において継続課題となった「特定事業」（平成23年度選定）及び公民役割分担の観点から

民間資源の活用を検討する必要のある事務事業（平成27年度選定）について、見直し方針を示した取組み。（取組期間：平成24年度~令和元年度）

▶対象事業／目標
ごみ収集運搬／新たな収集体制の実施(令和4年度)
放課後こどもクラブ／民間活力を活用した事業実施(令和4年度)
図書館／サービス、コスト両面の目標設定とロードマップの明確化(令和2年度)

令和3年（2021年）3月 豊中市


